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▲
　

本
冬冬

ご協力をお願いします

山
部
中
学
校
で
「
生
徒
・
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
体

と
な
っ
て
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
除
雪
」

　

山
部
中
学
校
で
は
、
地
域
の

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
域
社
会

へ
の
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、

生
徒
・
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
体
と

な
っ
て
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
高
齢
者
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
冬
も
校
舎
近
く
の
公
営
住
宅

　

カ
所
を
回
り
、
約
１
時
間
に
わ

１１た
り
住
宅
周
辺
の
除
雪
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

今
冬
も
続
け
ら
れ
る
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。
山
部
中
学
校
の
佐
崎

教
頭
先
生
は
、「
こ
の
除
雪
を
通
し

　

今
冬
の
富
良
野
市
の
除
排
雪
計

画
は
、市
道
除
雪
で
延
長
４
１
５
・

６
㎞
を
実
施
す
る
の
ほ
か
、
歩
道

除
雪
で
延
長　

・
６
㎞
、
排
雪
延

５８

長　

・
５
㎞
な
ど
総
延
長
５
７

９５
１
・
１
㎞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

主
要
な
道
路
と
歩
道
に
つ
い
て

は
、
通
勤
通
学
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
原
則
と
し
て
午
前
７
時　

分
３０

ま
で
に
通
行
可
能
な
状
態
を
確
保

し
、
そ
の
他
の
生
活
路
線
は
午
前

９
時
ま
で
に
除
雪
作
業
が
終
了
で

今
年
も
雪
の
季
節
が
到
来
し
ま
し
た
。
市
で
は
民
間
の
機
械
を

総
動
員
し
て
道
路
の
除
排
雪
（
民
間
業
者
に
委
託
）
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
作
業
が
安
全
、
迅
速
、
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
市
道
の
除
雪
計
画
の
ほ
か
に
、
冬
の
生
活
が
少

し
で
も
快
適
に
な
る
よ
う
願
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
町
内
会
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

計
画
延
長
は
５
７
１
㎞

幹
線
と
通
学
路
を
優
先
実
施
　

　
　
目
標
は
午
前
９
時
の
全
路
線
除
雪

て
助
け
合
い
の
心
、
思
い
や
り
の

心
が
育
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し

ま
す
。

除雪作業は市民と
力を合わせて

番

地
域
や
学
校
な
ど
で
取
り
組
ん
で
い
る

除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
ま
す

　みなさんの冬の生活が少しでも
快適になるよう、安全、迅速、効
果的な除排雪作業の推進を目標に
しています。次のことにご協力を
お願いします。

■歩道や車道に物を置かないで■

　歩道や車道に、看板、旗石、車
の上がり坂などを置いたままにし
ておくと、除排雪作業の障害にな
ります。

■路上駐車はやめましょう■

　路上駐車は除排雪作業の最大の
敵。たった１台のために除排雪車
両が通れなく、その先の作業がで
きないことがあります。路上駐車
は地域全体で「しない、させない」
よう、ご協力をお願いします。

■玄関前に残った雪処理にご協力を■

　除雪の際に、車庫や玄関前には
雪を押しつけることのないよう注
意をしていますが、残された雪が
あった場合には、再び道路に出さ
ないで処理にご協力ください。

■除排雪車には近づかないで■

　走行中はもちろん、作業中も危
険ですので、除排雪車
両には絶対に近づかな
いでください。

■自宅など敷地内の
雪は各自で処理を■

　自宅やアパート、
店舗、事業所、駐
車場など敷地内の
雪は歩道や道路に
出さずに自分で処
理するようお願いします。
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冬冬
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
長
時
間
の
降
雪
が
続
く

天
候
の
と
き
に
は
優
先
道
路
を
反

復
し
て
除
雪
す
る
た
め
、
生
活
路

線
の
全
部
を
終
了
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
基
準

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、

新
た
な
積
雪
が　

㎝
に
達
し
た
と

１０

き
。

許
路
面
に
著
し
い
吹
き
溜
ま
り
が

出
来
た
り
、
予
想
さ
れ
る
と
き
。

距
わ
だ
ち
掘
れ
、
暖
気
・
降
雨
に

よ
り
路
面
状
態
が
悪
化
し
た
り
、

予
想
さ
れ
る
と
き
。

鋸
降
雪
状
況
は
、
市
と
業
者
が
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
て
出
動
の
判
断
を

し
ま
す
。

漁
幹
線
道
路
と
通
学
路
は
午
前
７

時　

分
、
生
活
路
線
な
ど
は
午
前

３０
９
時
ま
で
に
開
通
さ
せ
ま
す
。

禦
夜
間
の
作
業
は
行
い
ま
せ
ん

（
午
後
９
時
か
ら
翌
日
午
前
３
時

ま
で
の
時
間
）

除
雪
路
線
の
優
先
度

虚
１
種
路
線

　
　
　
　

１
２
０
路
線
２
０
２
㎞

　

市
街
地
連
担
地
区
及
び
公
共
施

設
に
通
じ
る
路
線
を
主
体
に
積
雪

状
態
な
ど
を
常
に
把
握
し
、
交
通

に
支
障
が
あ
る
場
合
は
直
ち
に
除

雪
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
２
次

除
雪
も
行
い
ま
す
。

許
２
種
路
線　

　
　
　
　

４
１
５
路
線
１
６
７
㎞

「
道
路
を
少
し
で
も
広
く
確
保
し
よ
う
」。
地
域
で
　

雪
の
処
理
に
取
り
組
む
北
の
峰
第
6
町
内
会

　

北
の
峰
第
６
町
内
会
（
山
川
龍

夫
会
長
、
１
１
７
戸
）
で
は
、
冬

に
多
く
な
る
苦
情
を
地
域
の
中
で

解
決
し
て
い
く
取
り
組
み
の
１
つ

と
し
て
、
町
内
会
独
自
に
よ
る
道

路
の
除
排
雪
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

年
の
歴
史
を
持
つ
こ
の
事
業
。

１０
年
に
数
回
、
町
内
会
が
リ
ー
ス
し

た
除
雪
車
を
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
運
転
に
協
力
し
て
い
る
も
の

で
、
山
川
会
長
は
、「
経
費
は
５
、

６
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
広
く
確
保

し
、
交
差
点
の
雪
も
片
付
け
て
見

通
し
を
良
く
す
る
こ
と
で
、
事
故

の
な
い
快
適
な
冬
の
生
活
に
役
立

て
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

○除雪地区ブロック概要

委　託　業　者地　　　　　　　　　区ブロック
共栄・ふらの・南総合除
雪業務委託共同企業体

山部・東山・西達布・老節布・平沢山部・東山地区

山伏・道路工業・富桑
工業総合除雪業務委託
共同企業体

新富町・桂木町・西町・北斗町・朝日町・本町・若松町・
日の出町・幸町・弥生町・末広町・栄町・若葉町・緑町・
扇町・南町・御料・五区・北の峰町・学田３区・島の下

西部地区
（富良野駅西側）

北央・共通・タイコウ
総合除雪業務委託共同
企業体

新光町・錦町・花園町・瑞穂町・住吉町・麻町・南大沼・
東町・春日町・学田・清水山・鳥沼・扇山・布部・麓郷・
布礼別・富丘・八幡丘

東部地区
（富良野駅東側）

「
土
日
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」。
市
職
員
も

除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
お
手
伝
い

　

市
職
員
も
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
宅
の
除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ

し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
今
冬
か
ら
は
、
個
々
人

が
行
っ
て
い
た
取
り
組
み
を
グ

ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
、
活
動
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
中
島
智
さ
ん
た
ち

は
、「
土
日
が
中
心
の
活
動
に
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
都
合
の
つ

く
時
間
帯
な
の
で
長
く
続
け
て
い

き
た
い
。」
ま
た
、「
中
学
生
や
高

校
生
も
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
、
そ

う
い
っ
た
団
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
け
れ

ば
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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集
落
を
結
ぶ
路
線
及
び
市
街
地
内

の
路
線
を
主
体
に
、
１
種
路
線
の

終
了
後
、
引
き
続
い
て
除
雪
を
行

い
ま
す
。

距
３
種
路
線　

１
５
１
路
線　

㎞
４５

　

１
・
２
以
外
の
路
線
で
、
初
期

の
降
雪
時
や
降
雪
が
比
較
的
少
な

い
時
に
、
２
次
路
線
と
同
じ
く
開

通
さ
せ
ま
す
。

鋸
指
定
外
の
路
線

　

農
作
業
の
準
備
な
ど
に
使
用
す

る
除
雪
指
定
外
の
市
道
は
、
融
雪

前
に
雪
割
除
雪
を
行
い
ま
す
。

歩
道
の
除
雪　

　

通
学
児
童
の
多
い
通
学
路
や
歩

行
者
の
多
い
歩
道
で
、
車
両
交
通

が
多
い
幹
線
道
路
に
接
す
る
歩
道

を
中
心
に
除
雪
を
行
い
ま
す
。
延

べ
で　

㎞
。

５９

排
雪
作
業
な
ど

虚
堆
積
し
た
雪
や
道
路
幅
を
確
保

す
る
た
め
の
排
雪
、
路
面
整
正
の

た
め
の
排
雪
な
ど
を
行
い
ま
す
。

延
べ
で
約　

㎞
。

９６

許
仲
通
り
の
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。

指
定
路
線
約
６
㎞
。

距
い
ず
れ
も
年
間
２
〜
３
回
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に

よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

鋸
交
差
点
な
ど
に
は
焼
き
砂
を
散

布
し
、
滑
り
づ
ら
い
路
面
を
確
保

し
ま
す
。

除
排
雪
の
委
託
業
者

虚
今
冬
の
除
排
雪
を
担
当
す
る
業

者
は
、
入
札
の
結
果
、
表
（
３
ペ
ー

ジ
）
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

許
除
雪
の
こ
と
の
ほ
か
、
近
所
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
除
排
雪
に
関
す
る

要
望
や
苦
情
は
、
町
内
会
長
を
通

じ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
雪
時
に
家
庭
で
気
を

つ
け
る
こ
と

虚
大
雪
や
吹
雪
の
時
は
、
朝
、
マ

イ
カ
ー
で
出
か
け
る
こ
と
が
で
き

て
も
帰
宅
途
中
で
車
を
放
置
せ
ざ

「
福
祉
施
設
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
」
富
良
野
地
区
連

合
会
で
行
っ
て
い
る
地
域
貢
献
活
動

　

富
良
野
地
区
連
合
会
（
南
川
善

之
会
長
）
で
は
、
地
域
貢
献
活
動

を
会
の
方
針
と
し
て
掲
げ
、
夏
は

公
園
の
遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
通

学
路
の
草
取
り
、
冬
は
、「
福
祉
施

設
」
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
冬
の
雪
下
ろ
し
に
は
会
員　
２０

名
が
参
加
。
屋
根
に
積
も
っ
た
１

ｍ
の
雪
を
、
ス
コ
ッ
プ
と
ス
ノ
ー

ダ
ン
プ
を
使
っ
て
下
ろ
し
、
そ
の

片
付
け
も
行
う
大
変
な
作
業
と
な

り
ま
し
た
。

　

南
川
会
長
は
「
地
域
と
か
か
わ

り
、
人
の
役
に
立
つ
活
動
を
、
今

後
も
続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
話
し

ま
す
。

除雪ヘルパーを派遣します。
対象は６５歳以上です。

　病弱などにより除雪が困難な６５歳以上のひとり暮ら
しの方や高齢者のご夫婦などが、地域で安心して生活で
きるよう、玄関前の避難通路の確保を目的に、除雪ヘル
パーを派遣しています。利用料金は１シーズン概ね
2,000円です。気軽にご相談ください。

架介護保険課　拶３９‐２２５５

除
雪
機
を
導
入
し
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
や
　

道
路
の
除
雪
に
取
り
組
む
東
麻
町
第
２
町
内
会

　

東
麻
町
第
２
町
内
会
（
梅
本
隆

会
長
、　

戸
）
で
は
、
平
成　

年

４６

１７

か
ら
２
台
の
除
雪
機
を
使
っ
た
地

域
の
除
雪
活
動
の
取
り
組
み
が
積

極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
２
月
を
一
斉
除
排
雪
月

間
に
設
定
す
る
な
ど
、
休
日
と
な

る
土
日
を
中
心
に
会
員
が
出
来
る

だ
け
参
加
し
て
、
地
域
の
狭
く

な
っ
た
道
路
の
除
雪
や
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
住
宅
前
の
除
雪
に
、

人
も
機
械
も
フ
ル
活
動
し
ま
す
。

　

梅
本
会
長
は
「
除
雪
機
は
燃
料

代
程
度
の
負
担
な
の
で
麻
町
全
体

で
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

連
合
会
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
」
と
話
し
ま
す
。
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○雪捨て場について

山部雪堆積場

５条大橋雪堆積場利用予定期間
　１２月１５日から３月３１日
　午前９時から午後５時

利用にあたっての
注意事項
○利用時間を守る
○ゴミを一緒に持ち込まない
○年末年始は、市役所当直に申
し込みください。

架都市施設課　拶３９‐２３１３
　山部支所（山部堆積場）
　　　　　　　拶４２‐２１２１ 小型・中型車（４ｔ）以下専用

山部地区市民専用大型車（６ｔ）以上専用

 除
雪
Ｑ
＆
Ａ

■
除
雪
の
開
始
基
準
は
？

　

降
雪
時
な
ど
は
深
夜
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
目
安
に
し
て
い

る
積
雪
が　

㎝
以
上
あ
る
場
合
に

10

は
降
雪
状
況
や
路
面
状
況
を
判
断

し
て
出
動
し
ま
す
。
早
い
時
は
午

前
３
時
に
作
業
を
開
始
し
午
後
９

時
ま
で
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
玄
関
前
に
雪
を
置
か
な
い
で

　

で
き
る
だ
け
玄
関
前
や
車
庫
の

前
に
雪
を
置
か
な
い
よ
う
配
慮
し

て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大

型
機
械
に
よ
る
作
業
の
た
め
多
少

は
こ
ぼ
れ
て
残
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
再
び
道
路
に
出
さ
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
塀
の
前
に
雪
を
置
い
て
い
く
の

は
な
ぜ
？

　

道
路
の
両
脇
１
ｍ
ほ
ど
残
し
て

除
雪
し
て
い
ま
す
。
雪
を
一
時
的

に
堆
積
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
も

の
で
、
排
雪
作
業
の
際
に
除
去
し

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
置
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
早
朝
、
道
路
の
中
央
だ
け
除
雪

し
て
行
く
。
後
で
戻
っ
て
来
る
が

い
っ
ぺ
ん
に
で
き
な
い
の
か
？

　

大
雪
な
ど
で
降
雪
が
続
い
て
い

る
場
合
は
、
道
路
交
通
や
通
勤
通

学
な
ど
に
支
障
が
な
い
よ
う
１
車

線
だ
け
の
除
雪
で
通
行
可
能
な
状

態
を
確
保
し
、そ
の
後
、再
度
戻
っ

て
除
雪
作
業
を
繰
り
返
し
ま
す
。

■
除
雪
の
終
了
は
午
前
９
時
？

　

幹
線
道
路
や
通
勤
通
学
路
は
午

前
７
時　

分
、
生
活
道
路
は
午
前

30

９
時
ま
で
に
作
業
が
終
了
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
ま
す
が
、
大
雪
や

吹
雪
の
時
、
暖
気
の
時
な
ど
は
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
除
雪
業
者
は
毎
年
変
わ
る
の
？

　

市
内
を
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
て
入
札
決
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

業
者
が
毎
年
変
わ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
今
冬
の
担
当
業
者
は
３

ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
除
雪
に
か
か
る
費
用
は
？

　

平
成　

年
度
決
算
で
約
１
億
７

１８

千
万
円
、
１
世
帯
あ
た
り
約
１
万

６
千
円
に
な
り
ま
す
。

■
年
間
の
降
雪
量
と
排
雪
量
は
？

　

昨
年
の
降
雪
量
は
６
６
５
㎝
で

す
か
ら
、
過
去
５
年
間
の
平
均
６

５
６
㎝
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、　

月
と
１
月
に
集
中
し

１２

た
豪
雪
が
あ
る
な
ど
、
そ
の
年
々

の
特
徴
に
よ
っ
て
除
排
雪
作
業
は

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

昨
年
１
年
間
に
排
雪
し
た
量
は　
２２

万
４
千
逢 
で
、「
ふ
ら
っ
と
」
の

プ
ー
ル
約
５
０
０
杯
に
な
り
ま
す
。

■
除
排
雪
の
要
望
･
苦
情
は
？

　

昨
年
よ
り
町
内
会
や
連
合
会
と

連
携
し
な
が
ら
除
雪
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
除
排
雪

に
つ
い
て
の
要
望
や
苦
情
は
町
内

会
長
を
通
じ
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

る
を
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
気
象
情
報
を
十
分
確
認
し
、

マ
イ
カ
ー
を
自
粛
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

許
Ｆ
Ｆ
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
ガ
ス
の

排
気
口
な
ど
が
雪
に
埋
も
れ
て
い

な
い
か
確
認
が
必
要
で
す
。

距
隣
近
所
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
冬

の
生
活
に
不
安
を
抱
え
て
い
る

方
々
へ
の
声
掛
け
や
除
雪
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鋸
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
み
の
収
集
車
が
通
行
で
き
な
く

て
収
集
を
一
時
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
家
庭

で
の
保
管
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
施
設
課 

維
２
３
‐
３
５
２
４

３
９
‐
２
３
１
３

市民が敷地内の雪を自ら搬入し、投雪処理するための場所

富良野大橋雪堆積場
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 地域活動レポート⑫

栄
町
連
合
会

　

栄
町
連
合
会（
澤
井
政
義
会
長
）

で
は
、
住
民
や
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
と
生
活
の
安
全
を
重
視
し
た

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
、
栄
町
コ
ミ
ュ
ニ

11

16

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
料
理

講
習
会
に
は
、
市
か
ら
栄
養
士
を

講
師
に
招
い
て
、
低
カ
ロ
リ
ー
で

ビ
タ
ミ
ン
た
っ
ぷ
り
の
料
理
づ
く

り
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
な
ど　

名
の

12

人
た
ち
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
料
理

を
作
り
、
1
時
間
程
で
「
ピ
ー
マ

ン
ド
ラ
イ
カ
レ
ー
」「
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
と
ろ
み
す
ま
し
汁
」
な
ど

４
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
の
高
田
保

子
さ
ん
は
、「
私
た
ち
推
進
員
と
保

健
師
、
栄
養
士
が
連
携
し
な
が
ら

年
間
計
画
を
作
成
し
て
い
る
の
が

栄
町
の
特
徴
で
、　

回
目
に
な
り

10

ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
大
い
に
役

立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

市
の
山
本
た
い
こ
栄
養
士
は

「
健
康
づ
く
り
講
習
会
と
料
理
教

室
を
セ
ッ
ト
で
行
う
と
効
果
的
で

す
。
要
望
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お

受
け
し
ま
す
」
と
言
い
、「
参
加
者

が
多
く
な
る
と
地
域
会
館
の
調
理

室
で
は
狭
い
と
い
う
課
題
が
出
て

き
た
と
き
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

調
理
室
で
指
導
も
で
き
ま
す
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日
に
は
、
高
齢

10

14

者
の
安
全
対
策
事
業
と
し
て
は
初

め
て
の
「
消
火
訓
練
講
習
会
」
が

連
合
会
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
場

の
富
良
野
消
防
署
に
は
高
齢
者
な

ど　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。　

20

　

水
が
飛
び
出
す
訓
練
用
の
消
火

器
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が

消
火
器
を
手
に
、
火
の
絵
が
描
か

れ
た
的
を
狙
い
な
が
ら
実
際
の
使

「
地
域
づ
く
り
は
集
ま
る
こ
と
か
ら
」

健
康
と
安
全
を
重
視
す
る
栄
町
連
合
会

い
方
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
消
防
職
員
は
「
火
元

を
狙
っ
て
消
火
す
る
こ
と
が
重
要
。

消
火
器
を
点
検
し
て
錆
び
て
い
る

場
合
は
事
故
に
つ
な
が
る
の
で
交

換
が
必
要
」
と
の
指
導
も
。

　

参
加
し
た
女
性
は
「
訓
練
で
は

落
ち
着
い
て
使
え
ま
し
た
が
、
本

番
で
は
不
安
。
次
回
も
参
加
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

澤
井
会
長
は
、「
で
き
る
だ
け
人

が
集
ま
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
人
が
集
ま
っ
て
こ
そ
色
々
な

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
、
助
け
合

い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」

と
、
連
合
会
や
町
内
会
の
役
割
と

重
要
性
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

市の栄養士から料理作りを学ぶ健康づくり推進員と地域のみなさん（栄町コミセン）

連合会・町内会の話題をお知らせください。

料理講習会と

消火訓練講習

会を開催

２０名が参加した栄町の消火訓練講習会
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大
沼
連
合
会

　

大
沼
連
合
会（
成
田
栄
作
会
長
）

が
主
催
す
る
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
が　

月　

日
、
市
内
の
ボ
ー
リ

１１

１０

ン
グ
場
で
行
わ
れ
、
地
域
の
住
民

や
子
ど
も
た
ち
約　

人
が
参
加
し

３０

て
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
親
睦
・
交
流
を
目
的

と
し
た
事
業
は
、
盆
踊
り
や
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
高
齢
化
や
日
程
の
課
題

か
ら
、
２
年
前
に
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
に
衣
替
え
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
る
行
事
と

し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

大
会
は
２
ゲ
ー
ム
で
順
位
を
決

定
。
子
ど
も
達
の
レ
ー
ン
に
は

ガ
ー
タ
ー
が
出
な
い
よ
う
に
柵
を

設
置
し
た
り
、
景
品
も
順
位
に
関

係
な
く
当
た
る
よ
う
色
々
な
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
を
進
め
て
き
た
体
育
部
長

の
冨
樫
隆
久
さ
ん
は
「
農
協
青
年

部
の
経
験
で
慣
れ
て
い
ま
し
た
。

準
備
は
大
変
で
し
た
が
、
自
分
も

楽
し
ん
で
や
っ
て
ま
す
の
で
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

成
田
会
長
は
「
農
業
関
係
者
が

多
い
の
で
、
夏
場
を
避
け
て
、
こ

の
親
睦
会
で
地
域
の
結
束
力
を
高

め
て
い
ま
す
」
と
い
い
、「
準
備
や

運
営
は
若
い
役
員
に
お
願
い
し
て

い
る
。
新
し
い
感
覚
で
盛
り
上
げ

て
も
ら
え
れ
ば
」
と
期
待
を
し
て

い
ま
し
た
。

布
部
キ
ャ
ロ
ル
の
会

　

布
部
キ
ャ
ロ
ル
の
会
（
東
谷
澄

夫
会
長
、
会
員　

名
）
が
育
て
た

12

ミ
ニ
菊
花
が
、
平
成
６
年
か
ら
地

元
の
文
化
祭
に
毎
年
出
展
さ
れ
、

彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も　

月　

日
に
行
わ
れ
た

10

27

第　

回
布
部
ミ
ニ
文
化
祭
。
会
場

18
の
布
部
会
館
に
は
、
布
部
小
中
学

校
の
児
童
に
よ
る
絵
画
や
工
作
、

自
画
像
、
俳
句
な
ど
の
作
品
も
展

示
さ
れ
、
合
唱
サ
ー
ク
ル
や
カ
ラ

オ
ケ
愛
好
会
ら
に
よ
る
芸
能
発
表

も
行
わ
れ
る
な
ど
、
布
部
地
区
の

住
民
の
秋
の
目
玉
行
事
と
な
っ
て

い
ま
す
。
キ
ャ
ロ
ル
の
会

か
ら
の
1
5
0
鉢
以
上

の
ミ
ニ
菊
花
が
会
場
に

出
展
さ
れ
、
今
年
も
訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ロ
ル
の
会
が
育

て
る
ミ
ニ
菊
花
は
、
直
径

　

㌢
の
丸
鉢
ま
た
は　

10

15

㌢
角
の
鉢
に
、高
さ　

㌢
25

ほ
ど
の
背
丈
に
菊
の
大

地域コミュニティ３２

輪
を
咲
か
せ
る
も
の
で
す
。

　
「
今
年
は
、台
風
と
高
温
で
ミ
ニ

菊
が
上
手
く
作
れ
ず
、
背
丈
が

ち
ょ
っ
と
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
」
と
、
東
谷
会
長
。　

　

ミ
ニ
菊
づ
く
り
を
最
初
に
提
案

し
た
元
連
合
会
長
の
谷
水
康
男
さ

ん
は
、「　

数
年
前
は
秋
の
文
化
祭

10

に
菊
の
花
が
１
本
も
な
く
寂
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
挿
し
木
で

簡
単
に
育
つ
ミ
ニ
菊
を
文
化
祭
に

出
展
し
よ
う
と
み
ん
な
で
取
り
組

ん
だ
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

ま
た
、
菊
の
枝
を
挿
し
木
す
る
だ

け
の
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
の
で
、

布
部
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に

ボーリング親睦会を

通じて、地域の結束

力を高めています

子どもから大人まで楽し
めるボーリングで交流

地域の文化祭

に彩りを添え

るミニ菊花

も
指
導
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
技
術
の
積
み
重
ね
と

知
識
の
普
及
を
は
か
り
、
最
近
は

春
か
ら
手
間
を
か
け
た
本
格
的
な

菊
作
り
へ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

東
谷
会
長
は
「
北
見
や
山
部
の

菊
祭
り
に
出
か
け
て
、
作
り
方
を

み
ん
な
で
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の

成
果
も
あ
っ
て
、
ミ
ニ
菊
作
り
は

年
々
上
手
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

と
自
信
を
覗
か
せ
ま
す
。
ま
た
、

「
キ
ャ
ロ
ル
の
会
の
会
員
は
み
な

さ
ん
年
配
者
な
の
で
、
町
内
会
の

活
動
の
参
加
も
少
な
く
な
り
が

ち
」
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
課
題

を
東
谷
会
長
は
「
ミ
ニ
菊
づ
く
り

は
、
花
作
り
と
地
域
づ
く
り
を
結

び
付
け
ま
す
。
家
で
の
楽
し
み
が

地
域
づ
く
り
に
も
貢
献
で
き
る
の

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

児童生徒と一緒に合唱を披露する地域の人たち

「今年は台風と高温で苦労し
た」と話す東谷会長
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人富
田
　
尚
宏
さ
ん

　
　
　
美
香
さ
ん

　
　
　
　
　
  ～
清
水
山
～

 ゆ
っ
く
り
と
富
良
野
で
過
ご
し
て
ほ
し
い

聞
か
れ
る
と
、
鳥
沼
キ
ャ
ン
プ
場
と
答
え

る
と
き
も
あ
る
」
と
笑
い
ま
す
。

　

妻
の
美
香
さ
ん
も
、「
大
阪
の
会
社
勤
務

を
辞
め
て
、
富
良
野
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
。
芸
能

人
や
有
名
人
が
訪
れ
る
富
良
野
は
普
通
の

田
舎
で
は
な
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

ペ
ン
シ
ョ
ン
に
は
、「
自
分

た
ち
が
泊
ま
り
た
い
と
思
う

よ
う
な
の
ん
び
り
で
き
る
宿
」、

そ
し
て
「
何
も
な
い
こ
と
を

サ
ー
ビ
ス
に
し
た
い
」
と
い
う

二
人
の
旅
行
経
験
と
思
い
が
、

設
計
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
金
が
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
部
屋
に
は
テ
レ

ビ
も
ト
イ
レ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
も
お
断
り
し
て
い
ま

す
。
富
良
野
は
静
か
に
ゆ
っ
く

り
過
ご
し
て
も
ら
う
場
所
に

し
た
か
っ
た
か
ら
」
と
言
い
ま

す
。

　

宿
泊
客
に
は
、
自
分
た
ち
が

好
き
な
時
間
の
過
ご
し
方
も

薦
め
て
い
ま
す
。

　
「
朝
は
日
の
出
を
見
な
が
ら

散
歩
、
昼
は
景
色
の
い
い
場
所
に
ど
っ

し
り
座
っ
て
お
弁
当
、
夜
は
満
天
の
星

空
が
一
番
」
と
美
香
さ
ん
。「
た
っ
た
こ

れ
だ
け
の
こ
と
で
す
が
、
み
ん
な
感
動

し
て
く
れ
ま
す
。
東
京
で
は
や
れ
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
か
ら
」

　

ま
た
、
自
慢
の
イ
タ
リ
ア
ン
デ
ィ

ナ
ー
に
使
う
メ
イ
ン
の
野
菜
に
も
、
地

元
産
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。「
量

が
少
な
い
の
で
自
家
製
の
野
菜
の
ほ
か

に
、
フ
ォ
ー
レ
ス
ト
店
の
富
良
野
産

コ
ー
ナ
ー
が
主
な
仕
入
先
に
な
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

富
良
野
を
楽
し
む
た
め
に
移
り
住
ん

だ
と
い
う
富
田
さ
ん
夫
妻
。
夏
は
忙
し

い
の
で
、
時
間
に
余
裕
が
で
き
る
冬
が

エ
ン
ジ
ョ
イ
で
き
る
絶
好
の
季
節
。

　
「
き
れ
い
な
雪
と
ス
キ
ー
場
が
あ
る

の
だ
か
ら
冬
を
も
っ
と
楽
し
く
過
ご
し

て
ほ
し
い
」
と
話
す
富
田
さ
ん
夫
妻
。

　

富
田
さ
ん
自
身
も
ス
キ
ー
場
に
は
よ

く
出
掛
け
る
と
言
い
ま
す
。「
ス
ノ
ー
ス

ク
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
雪
上
自
転
車
は
、

ス
キ
ー
場
で
も
安
全
に
楽
む
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
仲
間
を
増
や

し
て
富
良
野
で
ぜ
ひ
流
行
さ
せ
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

　

美
香
さ
ん
も
、「
ス
キ
ー
と
工
芸
が
冬

の
楽
し
み
」
と
言
い
ま
す
。「
東
京
な
ら

店
で
売
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
」
と
い

う
秋
に
蒐
集
し
た
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
と
こ

く
わ
、
ぶ
ど
う
の
ツ
ル
。
今
年
の
冬
も

森
の
素
材
を
贅
沢
に
使
っ
た
作
品
に
挑

戦
し
ま
す
。

富良野に移る

「夏は忙しいので、時間に余裕ができる冬にエンジョイしてい
ます」と話す富田尚宏さん・美香さん夫妻

⑧
　

清
水
山
で
ペ
ン
シ
ョ
ン
「
ア
デ
ィ
ッ

シ
ュ
」
を
経
営
す
る
富
田
さ
ん
夫
妻
。

　

ご
主
人
の
富
田
尚
宏
さ
ん
は
千
葉
県

出
身
。
東
京
の
レ
ン
ス
ト
ラ
ン
で
働
い

た
後
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
３
年
間
全
国
を

旅
行
し
て
最
終
的
に
居
つ
い
た
場
所
が

富
良
野
。
昭
和　

年
の
こ
と
。「
出
身
を

63

「
暴
力
団
対
策
法
」
に
よ
り
、
暴
力
団
に

よ
る
暴
力
的
要
求
行
為
及
び
そ
れ
を
利

用
す
る
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
団
員
な
ど
に
よ
る
縁
起
物
（
し
め
飾
り
、
ダ

ル
マ
、
熊
手
）
の
押
売
り
、
寄
付
金
、
賛
助
金
な
ど

を
口
実
に
し
た
金
品
の
要
求
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い

て
は
安
易
に
応
ず
る
こ
と
な
く
毅
然
と
し
た
態
度
で

拒
絶
し
、
不
当
な
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
、
直
ち
に

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

架
富
良
野
警
察
著

　
　
　
　
　
　

拶
１
１
０
ま
た
は
２
２
‐
０
１
１
０

フ
ァ
イ
ナ
ル
作
戦

２
０
０
７
ふ
ら
の
実
施
中

　

交
通
死
亡
事
故
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
回
避
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

期　

間　
　

月　

日
ま
で

１２

３１

○
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
高
齢
者
歩
行
者
・

自
転
車
利
用
者
の
交
通
死
亡
事
故
防
止

○
週
末
に
お
け
る
郊
外
部
国
道
な
ど
で
の
速
度
超
過

に
起
因
す
る
交
通
死
亡
事
故
防
止

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
防
止

○
飲
酒
事
故
の
防
止

具
体
的
に

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
転
と
後
部
座
席
を
含
め
た

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

○
高
齢
歩
行
者
な
ど
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

○
職
場
な
ど
に
お
け
る
飲
酒
運
転
の
追
放

　
　
　

　
　
　
　
富
良
野
警
察
著
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市民の声

パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１階
市民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ
（市民の意見募集）
子どもたちのための食育ガ

イドラインの策定について
意見募集期間　
平成１９年１１月２９日牙→１２月１８日峨
原案を作成した理由
　食は健康の源であり、食生活は
子どもの健やかな心と体の発達
に最も重要です。また、大人に
とっても食育は最善の予防医学
であり、健康な心と身体をつくる
土台となります。
　食をめぐる状況は、「いつでも」
「どこでも」「手軽に」食を手に入
れることができる一方、食生活の
乱れから生活習慣病に至る時代
となりました。豊かで便利な時代
だからこそ、食に対する自己管理、
自己責任が必要であり、一人ひと
りが食育に取り組むことが重要
です。子どもの時代から、食の楽
しさ、大切さを意識し、豊かな食
の体験を積み重ねることで、生涯
にわたって健康で楽しい食生活
を送ることができます。
　「子どもたちのための食育ガイ
ドライン」は、未来を担う子ども

たちが、健やかな心と身体を育ん
でいくための指針として策定し
たもので、家庭や地域が一体と
なって、食の大切さを伝えていこ
うとするものです。
原案の概要
　子どもたち一人ひとりが食べ
ることの意味を理解し、自ら進ん
で食について考える習慣や食に
関する知識と判断力を楽しく身
につけるために、子どもの発達・
成長に合わせた食育目標を５つ
と食育項目１４項目を設定、年齢別
で家庭や地域での具体的な実践
例を紹介し、食育推進を図ります。
食育目標（５つの目標）
虚食に関心を持ち、適切な食行動
ができる
許決まった時間にしっかり食べる
距食の知識と重要性を正しく知る
鋸食事づくりに参加する
漁楽しく笑顔でおいしい食事が
できる
食育項目（14項目）
虚食事のあいさつをする
許食べ物の栽培や収穫を経験する
距はし、スプーンなどの食具を上
手に使え、きちんとした姿勢で食
べる
鋸よく噛んで食べる
漁いろいろな味覚がわかり、偏

食・好き嫌いがないようにする
禦虫歯を予防する
魚毎日朝食を食べる
亨三食を規則正しく食べること
と、生活のリズムの関連がわかる
享からだの発育と食事時間の関
連がわかる
京食の安全と衛生を考える
供バランスのよい食事と、必要な
栄養素や食事の量がわかる
侠間食のとり方・役割がわかる
僑配膳・片付け、調理の手伝いを
する
兇食事を楽しみながら家族や友
達と一緒に食べる
　以上の実践を通して、到達目標
である「食の楽しさ・大切さがわ
かる」子どもに成長できるよう家
庭・地域それぞれの場で食育推進
を実践します。
今後のスケジュール
平成２０年２月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成２０年４月　食育実践の予定
問合せ/意見提出先
学校教育課
〒０７6‐8555　
富良野市若松町５番１０号　
志39‐2320　思23‐3528
電子メール　
kyoiku-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。

市・道営住宅の抽選時間
　　　　　　　末広町　女性
　抽選会に出席するため毎回
仕事を休んでいる。朝の早い
時間、夕方の時間を希望する。
１日の真ん中の時間帯では身
動きが取れない。利用者の都
合を考えて欲しい。（現在、抽
選会は午後２時頃に開催、年
５回）

都市建築課です　拶３９‐23１６
　市・道営住宅入居者募集抽
選会については、申込ご本人
または代理人により可能と
なっています。入居希望者の
個々の事由により対応するこ
とは難しいと考えますが、今
後、入居希望者に抽選時間の

アンケート調査など調査を
行ってまいります。

市営新富団地跡地の利用
　　　新富町　女性ほか３名
　新富町１には、新富公園は
あるが、狭く遊具もさびてい
る。新富２、３には公園が無く、
小さな子も多いので公園を設
置して欲しい。

都市建築課です　拶３９‐23１６
　新富町団地については移転
建替事業により用途廃止を行
いました。跡地に新たな市営
住宅の建設は行いません。跡
地利用については、今後検討
してまいりますが、近隣に新
富公園、新富幼児公園が設置
されていることから、新たな
都市公園の設置計画は現在、
ありません。
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平成１８年度の各会計決算がまと

まりましたのでお知らせします。

景気の低迷などにより関係する

歳入の伸び悩みから、昨年度に引

き続き基金の取り崩しによる財

源補てんを行う厳しい財政状況

となりました。

決算は９月議会に報告し、決算審

査特別委員会へ付託され、委員会

審議ののち、１２月議会でその認否

が決められます。

※金額について、１万円未満は端

数処理のうえ、記載しています。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
１

1
7
億
３
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ　

億
9
8

24

7
9
万
円
の
増
額
補
正
が
行
わ
れ
、

1
4
2
億
2
8
7
9
万
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差

し
引
き
、
さ
ら
に
、
翌
年
度
へ
繰

越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
額
は

１
億
６
５
７
６
万
円
で
、
実
質
収

支
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
臨
時
的
収
入
（
2
億
5
6
0
0

万
円
）
を
考
慮
す
る
と
、
実
際
上

は
収
支
に
不
足
が
生
じ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計

　

一
般
会
計
の
ほ
か
に
独
立
し
た

６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
国
の

補
助
金
や
使
用
料
、
一
般
会
計
か

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
分

問い合わせ

財政課 維３９‐２３０６

１人当たり

固定資産税　　39,864円
市民税　　　　37,174円
市税総額　　　91,711円

１世帯当たり

固定資産税　　92,862円
市民税　　　　86,596円
市税総額　　 213,638円

人口　25,044人　
世帯　10,751世帯

※平成19年３月３１日現在の
住民基本台帳（住基ネット）

による。

状

決

況

算
平 成１１８８年 度

市ではお金をこのように使っています

歳出総額

139億9,032万円

民生民生費費
28億5,35228億5,352万万円円
（20.4　　（20.4％％））

公債公債費費
15億2,44515億2,445万万円円
（10.9　　（10.9％％））

総務総務費費
12億3,09912億3,099万万円円
（8.8　　（8.8％％））

農林業農林業費費
13億5,78713億5,787万万円円
（9.7　　（9.7％％））

消防消防費費
4億3,125万4億3,125万円円
（3.1％　　（3.1％））

議会議会費費
1億5,097万1億5,097万円円
（1.1％　　（1.1％））

災害復旧災害復旧費費
2,445万2,445万円円
（0.2％ （0.2％））

衛生衛生費費
10億3,18110億3,181万万円円
（7.4　　（7.4％％））

労働労働費費
3,200万3,200万円円
（0.2％ （0.2％））

歳入総額

141億6,622万円

地方交付地方交付税税
４８億4,824４８億4,824万万円円

（３4.3　　（３4.3％％））

市市債債
16億1,19016億1,190万万円円
（11.4　　（11.4％％））

国庫支出国庫支出金金
15億9,25915億9,259万万円円
（11.2　　（11.2％％））

そのその他他
17億3,070万17億3,070万円円
（12.2％　　（12.2％））諸収諸収入入

3億5,9663億5,966万万円円
（2.5　　（2.5％％））

商工商工費費
3億5,200万3億5,200万円円
（2.5％　　（2.5％））

市市税税
２２億９,６８２２２億９,６８２万万円円
（１６.２　　（１６.２％％））

道支出道支出金金
１２億６,１３０１２億６,１３０万万円円
（８.９　　（８.９％％））

繰入繰入金金
４億６,５０１万４億６,５０１万円円
（３.３％　　（３.３％））

土木土木費費
３７億６,４５９３７億６,４５９万万円円
（2６.９　　（2６.９％％））

教育教育費費
12億3,６４２12億3,６４２万万円円
（8.8　　（8.8％％））
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収　　入

会　　　　計 支　　出

補てん額
4億2,376万円

収益的収支
水

道

事

業

4億2,039万円

4,845万円
資本的収支 1億6,582万円

1億1,737万円
4億5,016万円

収益的収支
ワ

イ

ン

事

業

3億8,922万円

資本的収支 2億5,383万円
2億5,383万円

企業会計
歳　　入

会　　　　計 歳　　出

差引収支
30億4,324万円

国 民 健 康 保 険 2９億5,904万円
8,420万円

14億5,198万円
介 護 保 険 14億13万円

5,185万円
28億6,150万円

老 人 保 健 28億6,149万円
1万円

3,142万円
公 設 市 場 事 業 3,035万円

107万円
9億4,813万円

下 水 道 事 業 9億3,463万円
1,350万円

1億1,768万円
簡 易 水 道 事 業 1億1,412万円

356万円

特別会計

ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

６
つ
の
会
計
の
当
初
予
算
額
は

　

億
3
1
7
0
万
円
で
、
4
7
3

834
万
円
を
増
額
補
正
し
予
算
現
額

は　

億
7
9
0
4
万
円
に
な
り
ま

83
し
た
。
歳
入
合
計
額
と
歳
出
合
計

額
の
差
し
引
き
額
は
１
億
5
4
1

9
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

企
業
会
計

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
ほ
か

に
独
立
し
た
水
道
と
ワ
イ
ン
の
企

業
会
計
が
あ
り
、
国
の
補
助
金
や

販
売
収
入
、
使
用
料
や
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
な
ど
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
つ
の
会
計

の
当
初
予
算
額
は　

億
7
8
8
0

１３

万
円
で
、
1
4
7
4
万
円
を
減
額

補
正
し
、
予
算
現
額
は　

億
6
4

１３

0
6
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収
入

額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不

足
す
る
１
億
1
7
3
7
万
円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
2
2
0
万
円
と
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
１
億
1
5
1
7

万
円
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的
収

入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て

不
足
す
る
２
億
5
3
8
3
万
円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調

整
額
9
3
8
万
円
と
、
過
年
度
分

損
益
勘
定
留
保
資
金
２
億
4
4
4

5
万
円
で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

主な事業と費用
1,319万円地域会館維持管理

1,725万円市庁舎改修事業

631万円
山部･東山地区コ
ミュニティカー運
行事業

1億1,769万円
地域センター病院
改築対策事業

1億5,605万円自立支援給付事業

2億5,612万円
ごみ処理の広域化
事業

810万円交通安全対策事業

119万円
専用水道水質検査
補助金

1億3,735万円
中山間地域等直接
支払事業

1,632万円
畜産担い手育成総
合整備事業

2億929万円
防衛施設周辺農業
用施設設置事業

350万円
富良野・美瑛キャン
ペーン推進事業

100万円
閑散期観光推進事
業補助金

2億2,505万円
東４線道路改良舗
装事業

994万円
春日錦町通歩道新
設事業

4,494万円
新生通排水整備事
業

7,421万円
西４条道路改良舗
装事業

2,181万円市街地再開発事業

1億500万円
朝日通道路改良事
業

9億8,385万円土地区画整理事業

10億907万円
中心街活性化セン
ター整備事業

3億9,293万円公営住宅建設事業

140万円
西中バリアフリー
改修事業

508万円
教育用コンピュー
タ整備事業

500万円
全国高等学校選抜
スキー大会補助金

693万円
富良野陸上競技場
改修事業

一般会計歳入その他の内訳
3億8,299万円分担金及び負担金

4億5,277万円地方譲与税

2億8,745万円地方消費税交付金

1億7,879万円使用料及び手数料

1億7,646万円財産収入

7,620万円繰越金

8,223万円自動車取得税交付金

5,171万円地方特例交付金

801万円利子割交付金

1,197万円
ゴルフ場利用税
交付金

821万円寄付金

526万円交通安全対策
特別交付金

441万円配当割交付金

329万円株式等譲渡所得割
交付金

95万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

市債の現在高

金　　　額区　　　分会計

1億2,928万円総務債

一般
会計

11億2,569万円民生債

3億230万円衛生債

16億6,325万円農林債

49億4,909万円土木債

2億5,013万円消防債

18億1,982万円教育債

3,342万円災害復旧債

5億903万円減税補てん債

1億2,343万円臨時税収補てん債

25億438万円臨時財政対策債

134億982万円計

1億9,779万円市場事業債

特別
会計 57億1,954万円下水道事業債

6億7,927万円簡易水道事業債

36億5,249万円上水道事業債企業
会計

平成１８年度　決算
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動
車
の
試
乗
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

富
良
野
の
自
然
や
環
境
に
対
す
る

取
り
組
み
を
体
感
で
き
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
富
良
野
の
自

然
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
題
材
と
し

た
写
真
の
コ
ン
ク
ー
ル
「
富
良
野

ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
と
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ネ

イ
チ
ャ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
１
０

６
点
の
応
募
が
あ
り
、
優
秀
賞
に

は
薄
田
怜
央
菜
さ
ん
（
富
小
１
年

小
学
生
）
な
ど
　
点
が
選
ば
れ
ま

１０

し
た
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ト
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
　
点
の
応
募
が
あ

３０

り
、
優
秀
賞
に
は
藤
井
末
子
さ
ん

（
　
ペ
ー
ジ
「
私
の
美
術
館
」
に
掲

１３載
）
な
ど
３
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

各
賞
作
品
は
環
境
展
で
展
示
さ
れ
、

来
場
さ
れ
た
多
く
の
方
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

　
環
境
展
の
関
連
事
業
と
し
て
　１０

月
　
日
、
鳥
沼
小
学
校
で
出
張
授

２５
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
環

境
財
団
の
山
本
泰
志
先
生
が
講
師

と
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化
問
題
に

つ
い
て
ゲ
ー
ム
や
ス
ラ
イ
ド
を
通

じ
て
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
ら
の
市
民
環
境
会
議
が
主
催

す
る
「
ふ
ら
の
環
境
展
２
０
０
７
」

が
　
月
１
日
か
ら
３
日
間
、
図
書

１１
館
で
行
わ
れ
、
延
べ
２
５
０
人
以

上
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
考

え
よ
う
と
始
ま
っ
た
同
展
も
今
年

で
５
回
目
。
会
場
に
は
、
滝
里
ダ

ム
で
行
っ
て
い
る
流
木
の
有
効
活

動
や
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
、
広
大
な
「
樹
海
」
を
管
理
し

て
い
る
東
大
北
海
道
演
習
林
の
パ

ネ
ル
な
ど
を
展
示
。　

月
３
日
に

１１

は
、
緑
峰
高
校
（
カ
デ
ン
ジ
ャ
ー
）

の
生
徒
に
よ
る
家
電
の
修
理
体
験

や
廃
食
油
か
ら
生
成
し
た
燃
料
を

使
う
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
自

５
回
目
を
迎
え
た
「
ふ
ら
の
環
境
展
２
０
０
７
」

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

見
つ
め
な
お
そ
う
私
た
ち
の
く
ら
し
！

賑わった初めてのリサイクルフェア

みの減量化をめざした初めての

リサイクルフェアが１０月２８日、

山部のリサイクルセンターで行われ、

約１０００人の市民が訪れました。市と地

域が主催したもので、会場には、再生

品やフリーマーケットなど１１のブース

が設置され、また、ごみとして出た衣

料品や家具など約３８００点を安価で販売。

体験学習施設では緑峰高校生徒による

電化製品の公開修理も行われました。

ご

中央保育所でまんじゅうづくり

育の推進と地域の方との交流を

目的とした「食の探検隊、まん

じゅうづくり」が１１月１５日、中央保育

所で行われました。山部ゆうふれの里

のみなさんが講師になって、あんこを

かぼちゃやほうれん草などの生地に

包み込む作業が行われ、生地が手につ

くなど悪戦苦闘しながらも約２００個の

まんじゅうを作りました。出来たての

まんじゅうは給食に提供されました。

食
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占冠村
トマムスキー場１２月１日オープン

　スキーヤーからスノーボーダー
まで思う存分楽しめるトマムス
キー場が、１２月１日（予定）オー
プンします！
　トマム山には、上級者限定コー
スから初級者ゲレンデコースまで
多彩なコースがあります。パウ
ダーを超えたシルキースノーの
コースを楽しんでみませんか。

架観光協会  拶３９‐８０１０

中富良野町
北星スキー場がオープンします

　ウインターシーズン到来！　夏
のラベンダー畑が、冬は町の景色
を一望できるスキー場になります。
　初心者から上級者、スノーボー
ダーもファミリーも、みんなで楽
しめます。ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２２日臥

架産業建設課　拶４４‐２１２３　

南富良野町

国設南ふらのスキー場オープン

　フラノ・トマム・サホロといっ
た有名なリゾートスキー場に囲ま
れている中で、雪質・設備とも劣
らず、町営だからできる低料金が
魅力的！
　初級者から上級者まで楽しめま
すので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２２日臥

架産業課　拶５２－２１７８

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

藤井　末子さん
　　　　　（緑町）作

　「我が家の花畑」

春から秋にかけて約

１０種類の花を育てて

います。これはマリー

ゴールドなどで９月

初旬に撮ったもので

す。綺麗に咲いてくれ

てうれしいです。

部第一小学校閉校記念事業と

して講談師、神田山陽さんを招

いた講演会が１１月１０日、山部第一小学

校で行われました。高座のほかにテレ

ビやラジオで活躍する神田山陽さん

を一目見ようと、多くの人で賑わいま

した。「ふるさとを思う」と題した講

演は、独特の語り口で会場を魅了。高

齢者から子どもまで講談をたっぷり

楽しめた２時間となりました。

山

山部第一小学校で「神田山陽講演会」

民総合文化祭が文化の日を中

心に、富良野・山部・東山・麓

郷・布部で行われました。どの会場も

芸能発表や作品展示などに訪れた市

民で賑わっていました。富良野会場と

なった文化会館では、絵画、書道、陶

芸、パッチワーク、生花などが並び、

友愛セールや市民茶席のコーナーも

人気を集めていました。また、大ホー

ルでは、３０種類もの芸能発表が行われ、

芸術の秋を楽しんでいました。

市内５会場で市民総合文化祭

上富良野町

年越しイベント「北の大文字」

　上富良野神社で採取した御神火
をカウントダウンと同時に点火。
幻想的なムードの中、雪の中に
「大」文字が浮かびあがります。
　花火の打上げと一緒に新年の幕
開けを祝いましょう。

と　き　12月31日(月)
　　　　午後１１時30分～

ところ　日の出公園

架実行委員会（商工会）

　　　　　　　　　拶45‐２１９１

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

市



14こうほう 200７.１２

 譲
り
ま
す
 

捌
布
団
袋
（
Ｌ
）
捌
食
器
棚
捌
子
ど
も
用
ブ

ラ
ン
コ
（
外
用
）
捌
室
内
照
明
器
具
捌
石
油

ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
一
式
（
女
性
用
）
捌
ラ
ー
メ
ン
丼
捌
書
道
用

半
紙
捌
じ
ょ
う
ふ
く
紙

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
釣
道
具
一
式
捌
捌
ア
イ
ロ
ン
捌
綿
入
組

座
布
団
捌
あ
ん
ま
機
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
（
ミ

ニ
サ
イ
ズ
）
捌
パ
イ
プ
ベ
ッ
ト
捌
補
聴
器
捌

日
本
史
年
表
（
高
校
副
読
本
）
捌
紋
付
・
羽

織
・
袴
・
角
帯
（
男
用
一
式
）
捌
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
捌
本
棚

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

祈とうサービス  （５０代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

  金　１０万円　今内ユキ子（弥生町）

 生涯学習センターへ

  　小丹枝　カズ子（東町）
　８ミリ映写機・スクリーン　　　１式
寿光園へ

昭和写真集  40冊　三上一郎（緑町）
福神漬　２㌔　ゆうふれの里（山部）

野菜・きのこ ６０㌔　堀口隆（西富丘）
野菜　１００㌔　板橋茂（山部）

順不同・敬称略

新聞折り込みに「一年間の運命鑑定について占う」
と書かれた暦のようなチラシを見て、鑑定料が三

千円でしたので予約をしました。会場は立派なホテル
だったので安心して行ってみましたが、受付を済ませる
と狭い密室に通されて、占う人と一対一でいろいろ言わ
れました。「この先３年分の祈とうをしてあげる。８０万
円の祈とう料がかかります。」と言われました。とても
そんなお金は払えないので断ると「このまま帰れると
思っているのか！」などとすごまれ、とても怖かったの
で早々に逃げて来ました。今後お金を請求されたりしな
いか心配です。

相談者は受付で、住所・氏名を書いたが契約書面
などには何も記入しておらず、祈とう申込みも承
諾していないとの事から契約は成立していません。

今後契約するつもりがないのであれば電話が来ても、訪
問されても、きっぱり断るよう助言しました。
　年末になりました。来年の運勢も気になる時期でしょ
うが…この事例の場合も含めホテルなどでの開催で
あっても、開催期間が２～３日以上になると店舗とみな
されます。そのためお店で買物をした時と同じように
クーリング・オフは出来ません。また、公共の施設であっ
ても使用料金を払えば誰でも借りられ、会場が立派な名
の知れたホテルでも公共の施設であっても安心できな
いと思ってください。十分注意しましょう。

スキーを処分したいのですがストックも一緒に出せ
ますか？また、料金はいくらですか？Ｑ
スキーとストックは、セットで排出可能です。大型
ごみ扱いとなりますのでごみ処理券（420円）1枚を

市役所または支所で購入して申し込みください。収集は、
戸別に収集となりますのでごみ処理券を貼り、粗大ごみ
の収集日に玄関前に排出してください。

Ａ

プラスチックの枠が付いた鏡を捨てたいのですが何ご
みに捨てればいいのですか？Ｑ
陶磁器・ガラス扱いとなります。びんポスト横にあ
る青色の専用コンテナに排出してください。コンテ

ナには、袋などは、入れないようお願います。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

我が家の

ヒーローです。

小玉　 獅龍 さん
しりゅう

（５カ月（５カ月））

北の峰町

大好きなアンパ

ンマンと一緒に。

中山　 景翔 さん
けいと

（１歳４カ月（１歳４カ月））

麓　郷

も
で
は
ア
デ
ノ
イ
ド
（
鼻
の
奥
に

あ
る
へ
ん
と
う
せ
ん
）
の
肥
大
が

関
係
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ノ

ド
の
異
常
で
は
、
ノ
ド
の
奥
を
狭

く
す
る
状
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
口
蓋
垂
、
い
わ
ゆ
る

の
ど
ち
ん
こ
が
異
常
に
長
い
場
合

や
、口
蓋
扁
桃
腺（
へ
ん
と
う
せ
ん
）

が
大
き
い
場
合
、
顎
の
骨
の
発
育

不
全
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
舌
と
ノ

ド
で
作
ら
れ
る
空
間
が
狭
く
な
り
、

空
気
の
通
り
道
を
狭
く
し
、
ノ
ド

の
粘
膜
が
異
常
な
振
動
を
し
た
り

す
る
た
め
に
「
い
び
き
」
が
生
じ

る
わ
け
で
す
。

　

原
因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
疾

患
に
つ
い
て
は
そ
れ
に
対
す
る
治

療
が
な
さ
れ
ま
す
し
、
手
術
療
法

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
横
向
き
に
寝
る
だ
け
で
い
び

き
が
改
善
さ
れ
る
場
合
も
多
い
よ

う
で
す
。
た
だ
、
色
々
な
要
因
が

関
係
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、

ま
っ
た
く
な
く
な
る
状
態
に
な
る

の
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

注
意
が
必
要
な
の
は
、
い
び
き

を
か
い
て
い
る
途
中
に
数
秒
か
ら

数
十
秒
間
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
状
態
で
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
と
い
わ
れ
、
積
極
的
な
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
次
回
は
、

こ
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●いびき・睡眠時無呼吸の話①

　
「
い
び
き
」
は
、
睡
眠
時
に
起
こ

る
異
常
な
呼
吸
音
で
す
。
上
気
道

の
主
に
ノ
ド
・
鼻
の
空
間
が
何
か

の
原
因
で
狭
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
こ
を
通
る
空
気
の
流
れ
に
合
わ

せ
て
異
常
な
音
を
発
す
る
も
の
で

す
。
家
族
か
ら
う
る
さ
い
と
肩
身

の
狭
い
思
い
を
し
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。「
い
び

き
」
を
か
く
こ
と
が
す
べ
て
病
気

だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
そ
の
な
か
に
は
治
療
も
必
要

な
疾
患
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

　

原
因
は
、
全
身
的
、
局
所
的
な

も
の
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
全
身
的

な
も
の
に
は
肥
満
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
頚
部
の
脂
肪
組
織
が
多
い
た

め
、
横
に
な
っ
た
と
き
の
舌
の
落

ち
込
み
が
強
く
、
気
道
を
狭
く
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
飲
酒
・
過

度
の
疲
労
時
に
は
、
睡
眠
時
に
ノ

ド
の
筋
肉
が
緩
み
、
普
段
い
び
き

を
か
か
な
い
人
で
も
か
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、内
分
泌
・

代
謝
疾
患
、
筋
・
神
経
系
の
病
気

で
ノ
ド
の
空
間
が
狭
く
な
り
い
び

き
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

局
所
的
な
原
因
と
し
て
は
、
鼻

や
ノ
ド
の
病
気
・
形
態
異
常
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
鼻
の
疾
患
と
し
て

は
、
鼻
づ
ま
り
を
起
こ
す
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
鼻
中

隔
わ
ん
曲
症
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
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よ
う
に
な
り
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
消
防
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら
せ

石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
安
全
な
取

り
扱
い
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖

房
機
器
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な

い
よ
う
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

虚
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
、
カ
ー
テ

ン
や
洗
濯
物
、
紙
な
ど
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。

許
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
ふ
た
を
確
実
に
閉

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

　
月
　
日
か
ら
落
し
物
の
取

１２

１０

り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

虚
落
し
物
や
忘
れ
物
の
保
管
期
間

が
６
カ
月
か
ら
３
カ
月
へ
変
更
。

許
落
し
物
や
忘
れ
物
の
情
報
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
表
さ
れ
、
探

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

距
携
帯
電
話
や
カ
ー
ド
類
な
ど
個

人
情
報
が
入
っ
た
物
に
つ
い
て
は
、

拾
っ
た
人
が
所
有
権
を
取
得
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

鋸
傘
、
衣
類
な
ど
大
量
、
安
価
な

物
は
、
保
管
し
て
か
ら
２
週
間
以

内
に
落
と
し
主
が
み
つ
か
ら
な
い

場
合
、
売
却
ま
た
は
廃
棄
で
き
る

め
る
。

距
耐
震
自
動
消
火
装
置
の
つ
い
た

も
の
を
で
き
る
だ
け
使
用
す
る
。

鋸
就
寝
・
外
出
時
に
は
完
全
に
消

火
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

漁
地
震
に
よ
り
転
倒
し
た
り
、
煙

突
な
ど
外
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か

り
固
定
す
る
。

禦
使
用
前
に
点
検
・
整
備
を
お
こ

な
う
。

危
険
物
の
保
管

虚
灯
油
用
の
容
器
は
金
属
製
、
ま

た
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
（
推
奨
ラ

ベ
ル
・
認
定
証
付
）
の
も
の
を
使

用
し
、
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密

閉
す
る
。

許
保
管
場
所
は
火
気
を
使
用
す
る

場
所
か
ら
遠
ざ
け
、
直
射
日
光
を

避
け
た
冷
暗
所
と
し
、
容
器
が
転

倒
し
た
り
破
損
し
な
い
よ
う
に
す

る
。

年
末
年
始
の
火
災
予
防

小
売
店
・
ス
ー
パ
ー
・
ホ
テ
ル

　

売
り
出
し
な
ど
に
よ
り
混
み
合

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

防
火
安
全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

飲
食
店
な
ど
で
は

　

忘
年
会
・
新
年
会
の
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
火
気
の
使
用
が
多
く
な
り

ま
す
。
た
と
え
忙
し
く
て
も
火
の

消
し
忘
れ
や
た
ば
こ
の
不
始
末
な

ど
に
注
意
し
、
放
火
や
不
審
火
を

無
く
す
た
め
に
、
身
の
周
り
の
整

理
整
頓
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
な
ど
で
は

　

休
業
期
間
中
は
火
の
消
し
忘
れ

や
周
囲
に
ご
み
な
ど
を
放
置
し
て

お
く
と
放
火
の
危
険
性
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
防
火
管
理
の
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
般
家
庭
で
は

虚
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
。

許
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
を
し
な
い
。

距
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

鋸
風
の
強
い
と
き
は
焚
き
火
を
し

な
い
。

漁
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

禦
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い
。

魚
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
か
ら
税
源
移
譲
で
、

１９

所
得
税
・
住
民
税
が
変
わ
っ

て
い
ま
す

　

住
民
税
の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま

し
た
。
市
へ
の
申
告
に
よ
り
、
住

民
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
対

象
と
な
る
方
は
申
告
を
お
忘
れ
な

く
。

虚
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方

　

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は
住

民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得

暴走老人！
　　　　　藤原　智美

急増する困った老人た
ち。老人たちの抱えた、
かつてない生きづらさ
を浮き彫りにする。・病
院での待ち時間に耐え
切れずにダダをこねて
床に転がる・口のきき方
が悪いと女医さんに殴
りかかるほか

●児童書（新着）
紙芝居おばけちゃんとことこ
紙芝居カブトムシのかぶちゃん

●一般書（新着）
皆川　博子聖女の島
永井　するみグラデーション
井上　荒野ベーコン

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
整理休館日　　２８日画
特別休館日別休２３日蚊、３１日俄→１月５日臥

１階おはなしコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　どんぐりおはなし会 
２階多目的ホール　
　８日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
　１９日我　午後３時から
　どんぐりクリスマス会おはなし会
○大型紙芝居・大型絵本・エプロンシアター
　などの貸し出しをしています。
○本を寄贈していただける方はご連絡くだ
　さい（本の内容・状態により遠慮させて
　いただく場合があります）

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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税
が
減
税
と
な
り
、
控
除
で
き
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
平
成　

年
末
ま
で

１８

に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住

民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き

ま
す
。
該
当
者
は
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
期
限　

　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
俄

２０

１７

許
平
成　

年
に
所
得
が
減
っ
て
所

１９

得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
方

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
率

の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減
の

影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の
変

更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影
響

の
み
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
は
、

既
に
納
付
済
の
平
成　

年
度
分
の

１９

住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相
当
額

を
還
付
し
ま
す
。
所
得
変
動
に
伴

う
住
民
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

に
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度
分
住
民
税
を
課
税
し

１９

た
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
お
住

１９

ま
い
の
市
区
町
村
へ
減
額
申
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
市

区
町
村
へ
転
居
さ
れ
た
方
は
申
告

先
を
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限　

平
成　

年
７
月
１
日

２０

か
ら　

日
ま
で

３１

距
平
成　

年
１
月
１
日
時
点
で　

１７

６５

歳
以
上
で
あ
っ
た
方
へ

　

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税
措
置

廃
止
の
経
過
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。　

歳
以
上
の
方
（
昭
和　

年

６５

１５

１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置

が
平
成　

年
度
課
税
分
か
ら
廃
止

１８

さ
れ
ま
し
た
。
急
激
な
税
負
担
を

軽
減
す
る
経
過
措
置
と
し
て
、
平

成　

年
度
に
は
税
額
の
３
分
の
２
、

１８
平
成　

年
度
に
は
税
額
の
３
分
の

１９

１
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
に
は
こ
の
経
過
措
置

２０

が
な
く
な
り
ま
す
。

鋸
住
民
税
の
地
震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

　

近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
災
害

を
受
け
、「
地
震
災
害
に
対
す
る
国

民
の
自
助
努
力
に
よ
る
個
人
資
産

の
保
全
を
促
進
し
、
地
域
災
害
時

に
お
け
る
将
来
的
な
国
民
負
担
の

軽
減
を
図
る
」
目
的
で
、
損
害
保

険
料
控
除
が
改
組
さ
れ
、
地
震
保

険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

架
税
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

放
置
自
転
車
を
処
分
し
ま
す

　

市
で
は
、
駅
前
及
び
駅
東
側
駐

輪
場
に
長
期
に
わ
た
り
放
置
さ
れ

て
い
る
自
転
車
の
整
理
を
行
い
ま

す
。
所
有
者
は
至
急
引
取
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

引
取
公
告
期
間

　
　
　
　
　

月　

日
蚊
→　

日
臥

１２

１６

２９

公
告
場
所　

駅
前
駐
輪
場
掲
示
板
、

市
役
所
掲
示
板

※　

月　

日
か
ら　

日
間
（
平
成

１２

３０

６０

　

年
２
月　

日
）
ま
で
引
取
り
が

２０

２７

な
い
場
合
は
、
条
例
に
よ
り
平
成

　

年
２
月　

日
以
降
処
分
し
ま
す
。

２０

２８

　

引
取
り
の
際
は
、
身
分
を
証
明

で
き
る
物
と
印
鑑
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

架
財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

総
合
相
談
の
開
設

　

総
合
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
、
考
え
込
ま
ず
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日
俄

１２

１０

　
　
　
　

午
後
１
時
→
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

内　

容　

行
政
相
談
・
交
通
事
故
・

多
重
債
務
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・

女
性
の
人
権
な
ど

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

平
成
　
年
度
以
降
の
幼
稚
園

２０

児
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

市
は
平
成　

年
３
月
内
閣
府
よ

１６

り
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
「
幼

児
教
育
特
区
」
の
認
定
を
受
け
、

市
内
私
立
幼
稚
園
４
園
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
、
２
歳
児
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
、

内
閣
府
に
お
い
て
、
平
成　

年
度

１９

　まわりに「虐待を受けたと思われる子ども」がいましたら、富良野市家庭児童相談室、旭川児童相
談所に連絡（通告）してください。連絡（通告）した人が特定されないように、秘密は守られます。

　富良野市家庭児童相談室（児童家庭課内）拶３９‐２２２３
　（閉庁日及び職員の勤務時間外は市役所警備室　拶３９‐２３００）　　

ちょっとした「めくばり」「気くばり」で
子どもを虐待から救えます

子どものこんなサインを
見落としていませんか？

・不自然な傷や打撲のあと。
・着衣や髪の毛がいつも汚れている。
・表情が乏しい。
・おどおどしている。
・落ち着きがなく、乱暴になる。
・親を避けようとする。
・夜遅くまで一人で遊んでいる。

児童虐待とは

身体的虐待…叩く、蹴る、殴るなど身体に傷を負わせたり、
生命に危険を及ぼすような行為をすることです。

性的虐待…わいせつな行為をすることや、させることです。

ネグレクト…健やかな成長をそこなうなど不適切な養育・監
護の怠慢、安全に対する重大な不注意や無関心をいい、同居
人による虐待行為の放置なども含まれます。

心理的虐待…ことばによるおどしや拒否的態度などで子ども
の心を傷つける行為のことで、子どもの目の前で家庭内暴力
を行うことも含まれます。◎相談・通告先

旭川児童相談所　拶０１６６‐２３‐８１９５
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･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
　

義
援
金

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
の
共
催
で
世
界
で
武
力
紛
争
、

自
然
災
害
や
感
染
症
な
ど
に
苦
し

む
人
々
の
た
め
に
「
海
外
た
す
け

あ
い
」
義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
期
間　
　

月　

日
峨
ま
で

12

２５

受　

付　

日
本
赤
十
字
社
富
良
野

市
地
区
（
福
祉
課
内
）
の
窓
口
ま

で
持
参
く
だ
さ
い
。　

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

糖
尿
病
教
室
　
　
　
　
　
　

「
上
手
に
冬
を
の
り
き
ろ
う
」

　

冬
に
な
る
と
体
重
が
増
え
血
糖

が
上
が
っ
て
し
ま
う
方
、
脱
・
冬

太
り
の
た
め
の
食
事
・
運
動
の
コ

ツ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
臥

１２

１５

　
　
　
　

受
付
午
前
９
時

と
こ
ろ　

富
良
野
協
会
病
院
３
階
大
会
議
室

内　

容　

虚
血
糖
値
の
測
定
（
朝
食
を
食
べ

て
き
て
く
だ
さ
い
）

許
血
糖
値
と
体
重
に
つ
い
て

を
も
っ
て
、
２
歳
児
の
成
長
過
程

に
配
慮
し
、
こ
の
特
区
を
廃
止
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
平
成　

年
度
以
降

２０

も
引
き
続
き
子
育
て
支
援
に
よ
る

２
歳
児
の
受
け
入
れ
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
特
区
廃
止
後
幼
稚
園

で
は
、
２
歳
児
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
国
の
条
件
が
厳
し
く
な
り
継

続
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平

成　

年
度
以
降
の
幼
稚
園
入
園
の

２０
際
の
年
齢
を
、
従
来
ど
お
り
学
校

教
育
法
に
も
と
づ
く
幼
稚
園
児

「
満
３
歳
」か
ら
の
受
け
入
れ
と
い

た
し
ま
し
た
。

架
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
２
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
俄
午
後
１
時

２１

→　

日
牙
正
午

２４
と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。　

月　
１２

１７

日
俄
ま
で
に
福
祉
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

距
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
の
食
事

の
ポ
イ
ン
ト

鋸
室
内
で
で
き
る
体
操

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

参
加
料　

無
料

申
込
み　
　

月　

日
峨
ま
で

１２

１１

架
富
良
野
協
会
病
院
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

２
３
‐
２
１
８
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
混
声
合
唱
団
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　
　

月
９
日
蚊

１２

　
　
　
　

開
場
午
後
１
時　

分
３０

　
　
　
　

開
演
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

曲　

目　

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
夜
だ
け

は
ま
ほ
う
使
い
」
ア
・
ラ
・
カ
ル

ト
「
不
思
議
な
気
持
ち
」「
な
の
花

の
た
よ
り
」「
箱
根
八
里
」
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
よ
り
「
き
よ
し
こ
の

夜
」

入
場
料　

無
料

架
富
良
野
混
声
合
唱
団
の
鈴
木
さ
ん

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
３
２
２
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

お
や
こ
劇
場

と　

き　
　

月　

日
我

１２

１２

　
　
　
　

開
場
午
後
６
時　

分
３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

作　

品　

た
か
は
し
べ
ん
コ
ン

サ
ー
ト　

ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
「
ぼ

く
の
お
ま
じ
な
い
」

これからの季節は、屋外のスポーツ（運動）をする機会が
減ってきます。「ふらっと」は、年中運動するには最適な
環境にあります。夏と冬で運動量が違って体重の増減が激
しくなる方、また、夏のスポーツ活動に向けての体力づく
りを考えている方、生活習慣病の予防や体力づくりの拠点
施設として活用してみませんか？　また「ふらっと」会員
も募集してますので、お気軽に問い合わせください。

町内会やサークルなどで「ふらっと」の体験プログラムを
利用してみませんか？　水中運動、転倒予防水陸教室など
豊富なメニューを用意しています。また、日程やこんな体
験プログラムをしてみたいという要望がありましたら、問
い合わせください（ふらっと　木下まで）

架ふらっと　拶２２‐５０５０　商工観光課　拶３９‐２３１２

「ふらっと」からのお知ら「ふらっと」からのお知らせせ

 　町内会やサークルなどでプログラムを体験してみませんか

  これからの季節は体力づくりが大切です
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対　

象　

小
学
１
年
生
か
ら
小
学

４
年
生
ま
で

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
（
入
会

金
2
0
0
円
、
月
額
会
費
1
0
0

0
円
）

架
お
や
こ
劇
場　拶

２
２
‐
５
８
９
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

キ
ン
ボ
ー
ル
教
室

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
「
キ
ン

ボ
ー
ル
」。家
族
や
地
域
の
み
な
さ

ん
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

小
学
４
年
生
か
ら
大
人

参
加
料　

１
人
1
0
0
円
（
保
険
、

資
料
代
と
し
て
当
日
集
め
ま
す
）

年年金金だだよよりり
現況届について
　年金を受給している方には昨年まで誕生
月に現況届の提出が必要でしたが、昨年12月
から原則、現況届の提出は不要になりました。
ただし、下記の場合については現況届、また
はその他の届出が必要になります。
虚住民基本台帳ネットワークを活用した現
況確認が行えない場合＝現況届許加給年金
額を受けられている場合＝生計維持確認届
距障がいの程度の確認が必要な場合＝診断書
　提出が必要な届出は、社会保険業務セン
ターから受給者の方々へ送付されますので、
提出期限までに返送してください。

住所や年金の受取場所が変わるときは届出を
　住所や支払いを受ける金融機関を変更す
るときには、「年金受給権者住所・支払機関
変更届」を社会保険事務所に提出してくださ
い。「住所・支払機関変更届」が提出されな
いと、年金の支払額をお知らせする通知書が
届かなかったり、希望する金融機関で年金を
受けられない場合があります

年金証書をなくしたときは再交付の手続きを
　「年金証書」を汚したり、失くしたりした
ときは、「年金証書再交付申請書」を社会保
険事務所に提出して、「年金証書」の再交付
を受けてください。「年金証書」は、年金を
受ける権利のあることを証明するものです。
各種の届出や年金相談のときに必要になり
ますので、大切に保管しておきましょう。
保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年１２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
上

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
参
加
料

申
込
み　

別
表
の
締
切
日
ま
で
に

電
話
な
ど
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
社
会
教
育
課　拶

３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

新
年
交
礼
会

と　

き　

１
月
７
日
俄

　
　
　
　

午
後
２
時
→
３
時

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

会　

費　

１
人
5
0
0
円

そ
の
他

　
　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修　

虚
正
し
い
生
産
管
理
と
品
質
管
理

入
門

　
　
　

１
月　

日
牙
・　

日
画

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

許
実
践
！
ク
レ
ー
ム
対
応
講
座

　
　
　

１
月　

日
峨
・　

日
我

１５

１６

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

距
目
標
達
成
の
た
め
の
リ
ー
ダ
ー

　

シ
ッ
プ

　
　
　

１
月　

日
俄
・　

日
峨

２１

２２

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

鋸
事
例
に
学
ぶ
運
送
業
界
活
性
化

　

講
座

　
　
　

１
月　

日
峨
・　

日
我

２２

２３

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

漁
新
会
社
法
に
対
応
し
た
農
業
法

　

人
化　
　

　
　
　

１
月　

日
俄
→　

日
我

２８

３０

　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
０
０
円

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

　

旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁
目

２
番
１
号

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

消
防
設
備
士
・
危
険
物
取
扱

者
試
験
受
験

と　

き　

２
月　

日
蚊

１７

と
こ
ろ　

旭
川
市
ほ
か

消
防
設
備
士　

甲
種
（
第
１
か
ら

５
類
）、
乙
種
（
第
１
か
ら
７
類
）

危
険
物
取
扱
者　

甲
種
、乙
種（
第

１
か
ら
６
類
）、
丙
種

申
込
み　
　

月　

日
俄
か
ら　

日

１２

１０

１９

我
の
間
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
消
防
本
部
予
防
課　

拶
２
３
‐
５
１
１
９

締め切り開催日会　場

１２月３日俄１２月５日我扇山小学校

１２月５日我１２月１０日俄富良野小学校

１２月１０日俄１２月１４日画山部中学校

１２月３日俄１２月７日画樹海中学校

※教室の開設時間は午後７時から９時です。
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していることがあります。昨年はクリスマスシーズ
ンにアイスキャンドルの取材をさせていただきま
した。今年はどこの地域で冬の夜を照らしているか
ストックをつきながら街中を歩きたいと思います。
（さ）

編集

後記

伝
承
で
は
、
石
塔
の
中
に
水

晶
の
小
型
の
塔
が
納
め
ら
れ

て
い
て
、こ
の
石
塔
は
源（
木

曽
）
義
仲
の
供
養
塔
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の

石
塔
は
市
指
定
文
化
財
で
す
。

名
月
を
肴
に
二
人
の
宴
か
な

根
本
　
　
宏

は
ら
は
ら
と
路
に
広
が
る
夕
紅
葉

青
田
　
博
子

銀
杏
散
る
路
の
先
か
ら
暮
れ
ゆ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
美
代
子

石
仏
の
身
丈
に
余
る
雪
ご
ろ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
畑
　
靜
香

公
園
の
遊
具
動
か
ぬ
夜
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
田
　
通
子

愛
し
さ
と
切
な
さ
連
れ
て
除
夜
の
鐘

小
玉
美
智
子

再
発
の
義
姉
を
見
舞
ふ
連
休
に

「
病
室
に
一
人
」
と
微
に
笑
ま
ふ
　
　
　
 鎌
田
　
敬
子

こ
の
年
も
わ
が
菜
園
は
稔
り
良
く

自
然
に
感
謝
し
畑
じ
ま
ひ
せ
り
　
　
　
　
中
島
　
芙
蓉

煮
物
す
る
湯
気
ゆ
つ
く
り
と
立
ち
込
め
て

厨
こ
そ
良
き
わ
が
読
書
部
屋
　
　
　
　
　
富
永
ス
ミ
子

青
信
号
歩
い
て
渡
る
鳥
一
羽
秋
陽
か
た
む
く

給
油
所
の
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
一
世

か
ら
ま
つ
は
黄
金
を
粧
ひ
雪
を
待
つ

象
に
黙
し
て
冬
に
入
る
森
　
　
　
　
　
　
近
藤
富
貴
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１月１日峨　午前１０時→１０時４５分

　

花
崗
岩
で
作
ら
れ
た
十
三

重
の
石
塔
は
、
高
さ
約
４
・

６
ｍ
の
大
規
模
な
層
塔
で
す
。

そ
の
造
り
方
の
様
式
か
ら
、

鎌
倉
時
代
後
期
の
石
造
層
塔

の
一
つ
で
す
。

⑫

十
三
重
の
石
塔

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


